
添付４

回答 はい いいえ 回答なし

合計 23 5 1

回答
a.専門家による
技術移転

b.日本での研修 c. 隣国での研修 d. 開発調査への参加 e. その他

合計 14 13 3 6 1

回答 はい いいえ

合計 29 0

回答 1 2 3 4 5

合計 0 1 3 13 10

回答 1 2 3 4 5

合計 0 2 6 7 12

回答 1 2 3 4 5

合計 0 3 2 14 8

回答 1 2 3 4 5

合計 0 2 1 1 5

回答

はい
（非常に役立っ
た又はまあまあ
役立った）

いいえ
（あまり役に立た
なかった又は全く
役に立たなかっ
た）

合計 29 0

回答 はい いいえ

第三国研修に関与したエジプト又はチュニジアの講師及び第三国専門家に対する
アンケート調査の結果（回答者数29名）

5.貴方が関与した第三国研修あるいは第三国専門家派遣は貴方自身の能力の向上に何ら役立ちましたか？    

 1.貴方はこれまでに日本の援助を直接的に受けたことがありますか？

3.貴方が研修講師または専門家として関与した案件は計画通りに実施されましたか？        

2.上記質問で「はい」と答えた方のみお答えください。どのような援助を受けましたか？

4.貴方が研修あるいは専門家派遣を通じて行った技術移転は、日本から派遣される研修講師あるいは専門家と比較して、以下の
点で優位性がありましたか、又はあると思われますか？複数回答可　（１＝優位性が最も低い、５＝優位性が最も高い）

(1)文化、習慣における共通性

(２)言語の共通性

(3)地域特性の共通性

(４）その他

6.貴方が関与した研修コースが日本の南南協力支援プログラムの一環であるとを知っていましたか？（回答者数18名）



添付４

合計 18 0

回答 はい いいえ

合計 17 1

回答 報酬 手続き 指導方法 その他

合計 4 2 6 1

回答 はい いいえ 回答なし

合計 23 4 2

回答 はい いいえ

合計 29 0

回答 はい いいえ

合計 29 0

10. 研修あるいは専門家派遣は、日本の専門家とのネットワークの構築に役立ちましたか？

11. 研修あるいは専門家派遣は、 協力受益国の関係者とのネットワークの構築に役立ちまし
たか？

8.研修参加者又は第三国の受け入れ機関に対して本研修、プログラムが日本の南南協力支援
によるものであることについて説明をしましたか？（回答者数18名）

9.貴方の経験から、日本に支援による研修で講師を務めることと、日本以外のドナーによる
研修で講師を務めることの違いは何ですか？複数回答可

12. 将来、同様の研修あるいは専門家派遣の要請があった場合、
参加を希望しますか？


	E&Tunis人に対する調査結果

